
i.序

T.S.Eliotの 詩 に度 々現 れる鳥が暗示 す る もの を調べ るの は興味深 い。鳥 のi青報 を知 る

こ とで、詩 の本 来の意味 に気 づか され るこ とが少 なか らず あ るか らであ る。鳥 のイメージ

が重要 な内容 を示 し、意外 に も多 くの こ とを語 ってい る こともあ る。Eliotの 詩 に は次 の

ような鳥が描 かれている。

烏 頻度 作 品

Sparrow 5 CapeAnn(p.142)*,TheRock(p.150)

Dove 4
Coriolan(p.127),DifficultiesofStatesman(p.130)

FourQuartets(p.193,p.196)

Thrush 4
CapeAnn(p.142),FourQuartets(p.172),Marina(p.109)

TheWasteLand(p.73)

Eagle 3
Ash-Wednesday(p.89),TheRock(p.147)
TriumphalMarch(p.128)

Owl 3 FourQuartets(p.177),Song(p.60),TheRock(p.166)

Goose 2
OldPossum'sBooksofPracticalCats(p.212)
TheCultivationofChristmasTrees(p.111)

Nightingale 2
SweeneyAmongtheNightingales(p.57)

TheWasteLand(p.64)

Parrot 2 OnaPortrait(p.599),Portraitofalady(p.21)

Quail 2 Ash‐Wednesday(p.98),CapeAnn(p.142)

Seagull 2 CapeAnn(p.142),FourQuartets(p.185)

Cock 1 TheWasteLand(p.74)

Crane 1 DansleRestaurant(p.51)

Crow 1 RannochbyGlencoe(p.141)

Gull 1 Gerontion(p.39)

Kingfisher 1 FourQuartets(p.175)

Petrel 1 FourQuaxtets(p.183)

Plover 1 Ash‐Wednesday(p.98)

Raven 1 SweeneyamongtheNightingales(p.56)

Swallow 1 TheWasteLand(p.75)

1.作 品 中 の ペ ー ジ はTheComplete.PoemsandPlaysofT.S.Eliotに よ る 。

2.(*)は4回 使 用 さ れ て い る 。
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この表 に見 られる ように、19種 類の鳥 が描か れてい る。 と りわけEliotの 詩作 の集大成 で

あ るFourQuartets(「 四つ の四重奏 」、1944年)に お いて多 く見 られる。本論 で はFour

Quartetsに 描 かれている鳥、Dove,Thrush,Owl,Kingfisher,Petre1,Seagul1に ついて、そ

れぞれが どの ように描 かれ、詩 にどの ような重要 な意味 を提示 してい るか を考察 したい。

FourQuartetsは 、詩 に よる四重 奏 と してBurntNorton(1935)、EastCoker(1940)、

TheDrySalvages(1941)、LittleGidding(1942)の1　 1頁に発 表 され た もの を一 つ に ま と

め て発 表 した もので、事実 上、Eliotの 詩作 の最 後 を締 め括 る ものであ る。それ ぞれ の詩

はEliotと 何 らか の縁 の ある地名 をタイ トル に してい る。BurntNortonはGlocestershire

に あ る荘 園 の屋 敷 の 名 前 に 由来 し、Eliotは1934年 に そ こ を訪 れ て い る。EastCoker

はSomersetshireに あ る村 で、Eliotの 先祖 が代 々住 んで い た所 。TheDrySalvagesは

MassachusettsのCapeA㎜ 岬の岩礁 群 で、詩人が幼少 の頃夏休 み を過 ご した場 所。そ し

て最後 のLittleGiddingは 、Huntingdonshireの 村 で17世 紀 にNicholasFerrarが 英 国 国

教会 の信仰 を中心 とす る小 さな共同体 を作 った。CharlesI世 も2、3度 訪 れた。 しか し祈

りの中で過 ご した一族の生活 も、CharlesI世 がCromwellの 議会 軍 に敗 れ1647年 に終 っ

た。 この ように4篇 は地名 が詩の タイ トル にな ってい るこ とか ら、時間の 中に生 きる人問

が、土地 やそれ にまつ わる歴 史 との係 わ りの中で、非時間(永 遠)に ついて瞑想す る構 成

になっている。

FourQuartetsは 非時 問、そ してそ の瞬間の意義 につい て考 える。非時 間的瞬 聞 とい う

のが4篇 の詩 の背後 にある理念 で、それぞ れの詩 はその瞬 問の意義 の探 求へ と向 か う。そ

してその探 求 の際、Ackroydが 「私 た ちが見 るの は一つ の伝 統 の輪郭 で あ り、 それ は見

事 に描か れて、幻 影の よ うにち らち ら光 って いるが、やがてそ れは消 えて、破 局的 な ヨー

ロッパの戦争 のサ イレンが入 りこんで くる。 こ うした2重 傾向が この詩 の形式的秩序 とそ

れ 自体 の もろ さの不安 げな暗示 との 問 に、す な わち、 この詩 の雄 弁 な率直 さと、 その雄

弁 の表面化 に隠 されてい るEliotの 個 人的 な回想 との問 に見 られ、 この詩 に力 を与 えてい

る。」(p.271)と 述べ ている ように、Eliotの 個 人的 な体験や戦争 が詩の非時 間的瞬問の意

義 に深 く係 わ ってい るのであ る。

2.BurntNorton

BurntNortonで は非時間的瞬間、す なわち 「回る世界 の静止 点」("Atthestillpointof

theturningworld,"BurntNortonII)と 定 義 される、時間 の外 なる束 の聞 の非時 間的瞬

問 に焦点 を合 わせ、時 間を克服 し一瞬光 り輝 く世 界 を発見 しようとす る。静止点 とは常 に
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あ って、そ れに接 したい と願 う人な らいつで も接す る ことので きる、時 間の中の非時 間的

瞬間であ る。過去 ・現在 ・未来 とい う時問の 中で時 間か らの開放 を願 い、非 時間的瞬問 に

触 れ よう とす る主人公、私 はツグ ミの案内でバ ラ園に入 って行 き、時 間についての瞑想 に

耽 るのであ る。
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2.1.丁hrushに つ い て

ツ グ ミは典 型 的 な春 の 鳥 で あ る。 小 さ な 斑 点 の あ る茶 色 の 羽 と夏 に 奏 で る澄 ん だ歌 声

で 、 イ ギ リス 人 な ら誰 で も知 っ て い る 鳥 で あ る。EliotはMarinaで 「霧 に歌 声 を響 か す 森

の ツ グ ミ」(Thewoodthrushsingingthroughthefog)と 言 い 、 またBurntNortonで は 、

こ だ ま(あ っ た か も しれ な い 過 去 の 経 験)の い る バ ラ 園 の 庭 園 へ と誘 う 「ツ グ ミの惑 わ

し」(thedeceptionofthethrush)に つ い て次 の よ う に描 い て い る。

Otherechoes

Inhabitthegarden.Shallwefollow?

Quick,saidthebird,findthem,findthem,

Roundthecorner.Throughthefirstgate,

Intoourfirstworld,shallwefollow

Thedeceptionofthethrush?Intoourfirstworld.(BurntNortonI)

過去の経験 の世 界であ るバ ラ園で、非時間的瞬 間 に到達で きるだろ うか、 とい うテーマが

探 求 され る。バ ラ園 は、 こだ まが住 んでい る ところで、今その跡 をつ け ようとす る とき案

内役 となるのが 一羽 の小 鳥。 この小鳥 はツ グ ミであ るが、「早 く、探 して、探 して」 と、

バ ラ園への案 内役 となって捕捉 しがたい経験 をす ぐに捕 らえる ように促 すので ある。 こだ

まは、その角 を曲が ったす ぐそ こにい る。 これ は、 か くれんぼ を している と小 鳥がや って

来て、「角 を曲が った ところだ よ」、 と子供 たち に教 えて くれた ように思 い、「ツグ ミに欺

かれたつ もりで行ってみ よ うか。初 めての世界へ」 と意 を決 して ツグ ミについで行 く、子

供 時代 の経験 と して表 され ている。

「ツグ ミの惑 わ し」 はッグ ミに騙 された気分 とい う意 味合 い も含み、 こ こでの案 内役 と

しての ッグ ミは欺 きが ちな もの、補足 しが たい もの だ と考 え られる。 ッグ ミはEliotの 詩

の中で は美声 の鳴 き声 と して用 い られ てい るだ けで な く、生命 の象徴 で あ る。 また 『イ

メージ ・シンボル事典』 によれ ば、 ツグ ミは現実 と幻想 の混合 を企 むが、 その ことによっ

て、この世 での恩 寵の使者 になる とい う。(p.638)
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2.2.Bird(=Thrush)に ついて

バ ラ園はす ぐそ こにあるのだが、ただそれが分 か らない ので ある。 こだ まの住 む世界 が

象徴 す る無垢 な原初 の世界 に入 るには、 ツグ ミの声 に従 わね ばな らない。 しか も早 く探 さ

ねば見失 われ るのである。バ ラ園の こだ まが次の ように描か れている。

Theretheywere,dignified,invisible,

Movingwithoutpressure,overthedeadleaves,

Intheautumnheat,throughthevibrantair,

Andthebirdcalled,inresponseto

Theunheaxdmusichiddenintheshrubbery.(BurntNortonI)

こだ まがバ ラ園 にいた。 しか しこれ は過去 の経験 の諸相 であ り、 まだ 目には見 えない。 こ

だま は、「目に見 えないが堂 々た る風格 で、秋 の熱 気、震 える空気 の中、枯葉 を見下 ろ し

なが ら、ふ わふ わ と飛 び回 って いた」 と、妖精 の動作 で描 か れて い る。木 の葉 隠れ にか

くれん ぼ を して遊 んだ思 い出が甦 り、子 供 たちの喜 々 と した声 が 聞 こえる。 この描写 を

Gardnerは 「初 めての世界 は子供の世界 で、 目に見 えない堂 々た る風格 は大 人 で、子供 た

ちが遊 ぶの に安全 で愛 の世界 を作 り出 してい る」(p.83)と 説 明 してい る。 そ して小鳥 は

「茂 みの中 にひそ む音 のない音楽 に応 えて」声 高 く聴 るので ある。

木 々の葉 陰に多 くの子供 たちが遊 んでい るのが見 えたので、そ ち らの方へ 行 くよ う、小

鳥は次の ように誘 う。

Go,saidthebird,fortheleaveswerefullofchildren,

Hiddenexcitedly,containinglaughter.

Go,go,saidthebird:humankind

Cannotbearverymuchreality

Timepastandtimefuture

Whatmighthavebeenandwhathasbeen

Pointtooneend,whichisalwayspresent.(BurntNortonI)

茂みや果樹 園で子供たちが、か くれんぼを しているイメージは、至福の状態を象徴する。

しか し、小鳥は 「さあ、 もう行 きなさい、真実 も度を越すと人間には耐えられない」 と言

う。真実 とは経験の内面に宿 る意義のことで、経験の真相 はあまりにも眩 しす ぎるか ら、

いつ もその経験 の意義が示 されていたのでは、人聞にはとうてい耐 えられない ものであ
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る。 このこ とについてGishは 「イメジ ャリー は、静寂 、不 動、不可視 の感覚 を作 り出す。

そ して小鳥 はそれ を真 実 と呼 ぶが、 この ビジ ョンの,,,問 は経験 として も陳述 として も作用

してい る。 あ らゆる特 定の場所 や時聞か ら切 り離 されてい るよ うに思 え るの は、 まさに こ

こなので ある。時 間 と非時 間は接点 が ない ままであるが、それで も非 時間的経験 の強烈 さ

と確 実 さが遥か に肯定的 な調子 を与 えている」(p98)と 論 じてい る。

2.3.Kingfisherに ついて

BurntNorton第IV楽 章 は光 のイメージ と経験 を結 びつ け、心 の奥深 く感 じられてい る要

求 を表現 している。その要求は、その瞬間が過 ぎ去 って も意味が残 り、隠 されて もなお光 は

存在 す るとい う確信 を求め る要求で ある。Gishは 「この詩は喪失 を述べ る ことか ら始 まっ

て鮮烈 な意識 の瞬間、光明であれ暗闇であれ、それを意識す る瞬間が再 び繰 り返 されるか ど

うか を問い、再認識す る。鮮烈 な光 を反映 しているカワセ ミの翼 にお ける自然界 と実在 との

対比、その瞬聞の喪失 とそれを再現す る要求が集約 されている」(p102)と 言 う。

Fingersofyewbecurled

Downonus?Afterthekingfisher'swing

Hasansweredlighttolig比andissilent,thelightisstill

Atthestillpointoftheturningworld.(BurntNortonIV)

カワセ ミの翼 が 「光で応 え、やがて静 まった後 も、光 はまだ回る世 界の静止 した一 点 にあ

る。」 と、 カ ワセ ミの羽が光 に よって光 に答 え、静 ま りか えった後、光 は まだ回 る世界 の

中心 に じっ としてい る。 そ して しば しの平穏 の凪 の後 も生活 は続 いてい く様子が描 かれて

い る。

カワセ ミの イメージ はBurntNortonI(p.171)、 バ ラ園 の場 面 にお ける2つ のイメー

ジwateroutofsunlight(日 光 の水)/Thesurfaceglitteredoutofheartoflight(水 面

が光の中心か ら輝い た)と 結 びつ く。Eliotは 小 川か湖 の畔の柳 の下で この鳥が一 瞬 さっ と

光 ったの を、そ してそ の輝 く青 と白の羽が太 陽の光線 を捉 え、「光 に光 で応 える」鳥 の翼

を見たので あろ う。夕方、太陽 の光 を反射 してい る夜 を告 げる使者 である カワセ ミは全 く

適切 であ る、 とBergstenは 説明 してい る。(p、186)

『イメージ ・シ ンボル事典』 に よれば、 カワセ ミは凪 を表わす。(p.377)カ ワセ ミは頭

に美 しい冠毛が あ り水 中 に飛 び込 んで魚 を捕 らえるので この名前が ある。 カワセ ミが翼 に

残照 を美 しく照 り消 して水 に潜 った後 は、 また静寂 の世 界 になる。 ここでは カワセ ミも参

FourQuartetsに 鵬 について 鑑
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加 した荘厳な日没劇 に、日没の輝か しい神聖な非時聞的瞬間が印象づけられ、あた りが静

寂に包まれてくると、心の奥底ではまだ沈んだ 日没の光が消 えずに映っている。心が捉え

た確かな光、これ も静止点(thestillpoint)の 一つの形象化である回る世界の中心をなす

一点であ り
、時を超越 し過ぎ去っても取 り戻すことのできる至福の瞬問である。そ してそ

の瞬間を可能にするのが、カワセミも参加 した静寂の世界である。

3.EastCoker

EastCokerはEnglandのSommersetshireに あ る村で、17世 紀 にEliotの 祖先 が住 んで

い た ところであ る。 田舎 のイ メー ジを通 して視 点 は、時 問の循環 、そ して時 問か らの解 放

を考 え、 またその困難 を実感す る。EastCokerは 周期的変化、つ ま り四季 、生誕 と死 、建

設 と破壊 な どの時 聞か ら始 ま り、遠い昔 の村 人が盆踊 りで リズ ム をと り踊 る、歴 史の瞬問

に焦点 を合 わせ る。EastCokerは 時 問 と変化 を強調す るこ とで、不動 の一点 に到達す る可

能性 を否定 してい るわけではな くて、それ に到達 する こ とが如何 に困難であ るか を強調 し

てい る。

3.1.Ouvlに ついて

電熱の ような暑 さの 中、麻酔 にかか ってい る ように眠 ってい る村。風 もな く夏の午後 の

陽光 を浴 びている村 は、 けだるい温気 に包 まれている。 これ を空気が対流 しない電熱 に讐

えた、片田舎の風景 として次 の ように描 かれてい る。

Andthedeeplaneinsistsonthedirection

Intothevillage,intheelectricheart

Hypnotised.Inawarmhazethesultrylight

Isabsorbed,notrefracted,bygreystone.

Thedahliassleepintheemptysilence.

Waitfortheearlyowl.(EastCokerI)

小道 は 「電熱の中で催眠術 にかかったような」祖先の村 を目指 し、 またその村の昔へ と

遡って行 く。昼下が りの濃い光と影 とに彩 られた田舎道の風景は、とにか く目覚めたがら

ない。hypnotisedと いう言葉が、何 も動いていない村の睡眠状態 を表わす と同時に、夢幻

の世界へ入ることを暗示 している。暖かいもやの中では、「灰色の石に吸われる暑苦 しい

光」の元で覚醒 したが らず、 また 「ダリヤは空虚な静寂の中で眠っている」 とダリアも何
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も語 って くれない、すべてが睡魔 に襲われ た風景 であ る。だか ら今 は 「早起 きの フクロゥ

の夜 の 目覚め を待つ」 ほかないのである。

フクロウは 『イ メー ジ ・シ ンボル事 典』 によれば、死 との関連か ら先祖 の予 言 と英知 を

表わす もの とみな され てい る。 また音 を立てず に飛 ぶ夜 鳥であ るため、幽霊 の鳥 とい われ

る。(p・476)早 起 きの フクロ ウを待 ち、霊 が動 き出す夜 の静 寂 を待 てば、真夜 中 に昔 の

先祖 た ちの村 の盆踊 りが見 られ、村 人た ちの季節 を生 きた生活が甦 るのであ る。 しか し遠

い昔の村人 たちの踊 りの リズ ムの音 は、耳 をよ く澄 まして聞か なければ捉 え らず、近寄 っ

てみ ると静止点 は遠 ざか るのである。

時聞の焦点 は歴 史 にあ る。 時間の 中にある非 時間的瞬 聞へ の序 曲 を用意 してい る。Gish

は 「花 々は見 た ところ 日なたで 眠ってい るようだ。生気 も激 しさ も、 こ こにはない。すべ

て に動 きが ない。村へ 向か う小道 に よって指 し示 される方向があ る。電熱 の機械化 された

世 界が、 ル ネ ッサ ンス時代 の村 と併 置 されて い る。踊 りに興 ず る農 夫 たち の リズ ム は不

動 の一 点 にお ける踊 りとは異 なって季節 の リズ ム と時 の踊 りに合 わせ て拍子 をとる。East

CokerはEliotの 祖 先 と結 びつ けて考 え られ るが、 人間 の生 に新 しい意味 を持 ち、 明白 な

約束 を持 っていたル ネ ッサ ンス を思 い起 こさせ る」(p.104)と 説明 してい る。

3.2.Petre1に つ いて

EastCoker第V楽 章 は、EastCokerの 村 に戻 り、普遍 の愛 を得 る ことを中心 に幾世代

に も亘 る過去 の人 々の生 き様 に合 わせ て、生 きる重荷 を 自己 に課す こ とを誓 う。場 面 は荒

涼 と した海 に飛 び交 う海 ツバ メ、 た くま し く泳 ぐイル カな ど、生命 の シ ンボルが備 え ら

れ、主 人公 の生 きる強い決意 を表 明 している。

Wemustbestillandstillmoving

Intoanotherintensity

Forafurtherunion,adeepercommunion

Throughthedarkcoldandtheemptydesolation,

Thewavecry,thewindcry,thevastwaters

Ofthepetrelandtheporpoise.(EastCokerV)

年齢 を重ねなが ら、人は 「静止 し、静止 しながら動 く」のである。そ して波 と風 との深い

交わりを求めて 「海ッバメとイルカの広大な海」を通 り、時聞の循環を完成せねばならな

い。波が叫び、風が叫ぶ、寂漠とした海の風景であるが、この中の景物はみな生命のシン
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ボルで あ る。水 や風 は古 来代 表的 な生命現 象 であ り、 また海 ツバ メはst.Peter'sbirdが

語源 で、ペテ ロの ように歩行す るよ うに思 えるこ とか ら、 この名前があ る。 またporpoise

(=dolphine)は 古代 ギ リシ アで は伝 道者 の象徴 とされ、 どち ら も生 命 の象徴 とな ってい

る。

恩 恵が 注が れ る白光 の も と、 さらに深 い霊 的交 感の ため、人 聞 は探検 家 で な くて はな

らない。それ は深 くて冷 え冷 え と した荒涼 た る道 を経 て、初 めて経 験で きる もので ある。

EastCokerの 村 で一条 の公明 と活路 を見 出 し、主 人公 は決意 に燃 える第一歩 を踏 み出そ う

と してい る。

4.TheDrySalvages

TheDrySalvagesはMassachusettsのCapeA㎜ 沖 にあ る岩礁 群 の名前 に 由来 し、 そ

こはEliotが 幼年 時代 を過 ご した ところで ある。時 問は行 き着 く先 も 目的 もない無 限の流

れであ り、不 断 に変化 す る大洋 と して描 かれ る。海 は生命 の源 であ り、清 めの水 であ り、

また破壊力 で もあ る。

TheDrySalvagesで は、海 の イメージ を通 して 時間の問題 を取 り上 げ、 また逆 に時間

につ いて論 じなが らまた海 に戻 ってい く。 この詩の時間論 は、未 来の過去性、つ ま り未来

もやが ては過去 とな る性質の もので あるこ とを述 べてい る。Gishは 「広漠 として非 人間的

な本性 を持 つ とい う観点 か ら描 かれてい る海 は、無 限の時間 を表 わす中心的 なイメージ と

なって いる。海は私た ちの時 間 よ りも、 もっ と広大 な時間 を暗示す る さまざまな ものを岸

に打 ち上 げる。 海は破 壊的で あ り際 限 もな く難破船 の残骸 を運 んで くる。その動 きが絶 え

問 ない流動 、あて どない無限 の時 の動 きであ って精密 時計 で計 る人 間の時問で はな く、遠

くの嵐 や地震が引 き起 こす底波 、あ るい は大 き くうね る波 の動 きの時 間であ る」(p.108)

と論 じてい る。

4.1.Seagullに つ い て

カ モ メ が 鳥 と して 、 そ れ 相 応 の 文 学 的 賞 賛 を受 け る に は 、Eliotの 詩 が 登 場 す る今 世 紀

を待 た ね ば な ら な か っ た。EliotはGerontionで 「吹 きす さぶ 海 峡 の 向 か い 風 の カ モ メ」

(Gullagainstthewind,inthewindystraits)に つ い て 述 べ て い る。 ま た 、CapeA㎜ で は

岩 暮 れ だ っ た 海 岸 が 、 「そ の真 の所 有 者 、 た くま し き者 、 海 カモ メ 」(Toitstrueowner,

thetoughone,theseagull)の 住 み家 で あ る とみ て い る。 ま たTheDrySalvagesで は 、 海

カモ メが 次 の よ う に描 か れ て い る 。



Theseahowl1

Andtheseayelp,aredifferentvoices

Oftentogetherheard:thewhineintherigging,

Thedistantroteinthegraniteteeth,

Andthewailingwarningfromtheapproachingheadland

Areallseavoices,andtheheavinggroper

Roundedhomewards,andtheseagull.(TheDrySalvagesI)

海の声が、海の怒号や海の悲鳴 として聞こえる。海の声 は一様に聞こえるが、実は別々の

声で 「索具の哀れな声、水面に砕ける波の威嚇の声や愛撫の声、花歯岩に砕 け散る遠い波

の音、近づ く岬の警笛の鳴る声」 と実に様々な海の声が入 り混 じっているのである。 また

「母港のほうを向いたブイの稔 りも、か もめの声」 もすべて海の声である。岬の突端に取

り付けられ、近づ く岬か ら聞こえて くる泣 きわめ くような警報を発する警報機は、濃霧や

嵐の来襲を警告する一種のサイレンである。また大波のため母港の方に向いて浮 き上がっ

た吹鳴ブイ(groner)もA4っ ている。これらの多様 な声は共に海の具体的表象 といえる。

そしてそこには太古か らの歴史を記す創造 と破壊の音が宿っている。

世界中をめぐる海流 は世界の神々を宿 している。海が持つ魔力や不気味な力が、実にさ

まざまな声の繰 り返 しで表現されている。海は人聞世界 を取 り巻 く外的世界であり、無限

に広がる時間と空聞であ り、また破壊的な力がある。水による消滅は浄化 と再生への道で

あ り、ここでは時聞からの開放を海に託 し、海による救済が暗示されている。

5.LittleLidding

LittleGiddingは 、17世 紀 にNicholasFerrar一 族が敬慶 な祈 りの生活 を送 った ところで、

時 間的な もの と非時 間的な ものが好 ま しい関係 にある といえ る場所で ある。時間が祈 りに

よって様式化 され、非時間 を反映 して いる といえる に相応 しい所であ る。

LittleGiddingの 中心 的な詩的象徴 は火で あ る。火 は燃 えて人間 を壊滅 させ る力 を象徴

し、 また神 か ら与 え られる浄火で もある。LittleGiddingは 浄 めの火 の イメージが 顕著で、

5句 節 のペ ンテ コス テの火(pentecostalfire)、 す なわち聖霊 の象徴 と しての火 を暗 示 し

てい る。神 が人聞 に対 して語 りか ける ときの言 葉が これで 、転 じて死者が生者 に語 りか け

る ときも火 の舌 を もってす る。 ここで は主 人公 が非時 間的 瞬問 を体験 し、神 の愛 を確 信す

る。

この詩 にお け る火 のイ メージ を連想 させ る戦争 につい て、Acroydは 「Eliot自 身、 ドイ
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ッ軍の空襲の恐怖を経験 したが、そうした実際の経験 を表現 している。毎夜の爆撃、瓦礫

の山で塞がった通 り、その都会のいたるところで発生 した火災による夜の明るさ、廃嘘

となった建物の臭い。彼の生活 も国全体の沈滞や恐怖 に飲み込まれていた 」(p.264)と

Eliot自 身の個人的体験 によるものであると言う。

・ 幽ユ【:玉,亀1

5.7.Dove(=thedarkbird)に ついて

LittleGidding第2楽 章 は焚 火 を してい る老 人 の風 景で始 まる。老 人 は記憶 の 中でバ ラ

の花 の灰 を指でか き回す。その度 に舞い上が る灰 。静寂 な空気 に透 けて見 えるこの灰 塵が、

ドイツ空軍 によるロ ン ドン爆撃後の廃塘 を思い起 こ させ る。第2次 世界大戦 中 に夜 聞爆撃

を受 けた ロン ドンの惨状 は悲劇の象徴 である。戦争 は恐 るべ き破壊 力 を発揮 してすべて を

死へ追 いや る。 ドイツ空軍の爆撃機 を 「黒 いハ ト」(thedarkdove)と 次の よ うに描 いて

い る。

Intheuncertainhourbeforethemorning

Neartheendingofinterminablenight

Attherecurrentendoftheunending

Afterthedarkdovewiththeflickeringtongue

Hadpassedbelowthehorizonofhishoming

Whilethedeadlivesrattledonliketin

Overtheasphaltwherenoothersoundwas

Betweenthreedistrictswhencethesmokearose

Imetonewalking,(LittleLiddingII)

果てしな く続 く長い夜、空襲のため夜が長 く感 じられる。その夜 もいよいよ終わろうとす

る夜明け前の不確かな時刻頃に、破壊をもたらす火を吹 くドイッ空軍の爆撃機が、黒いハ

トのように急降下 して突進 して くる。その黒いハ トの 「ちらち らする舌」(theflickering

tongue)は 、爆撃機か らの爆弾や機関砲の火を表 している。そ してロンドンの夜間爆撃後、

爆撃機が地平線のかなたへ飛び去 る姿を 「巣を目指 して去った後」 と、ハ トの帰巣に讐え

ている。

「煙の上がる三つの地区を行 き来 しなが ら、枯葉ががさがさと銀紙のように飛んでいる」

と路上 に枯葉の音 だけを残 して、爆撃機が飛び去った後、主人公 は歩いて くる人に出会

う。ここに死者 との交わ りの瞬間が祈 りによって達成 される。真の祈 りのうちに死者の霊
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が火 の舌 で語 るのが 聞かれ ることか ら、戦 時下の ロ ン ドンと対 峙す る、 もう一つ の世界 を

想定 しているのである。

5.2。Dove(=Pentecostalfire)に ついて

LittleGidding第4楽 章で、ハ トは聖霊 の象徴 となる。ハ トの火 は ドイ ツ空軍 の爆撃 機

の イメージだけで な く、ペ ンテ ンコス テの火 に象徴 され る聖霊 と重 なる。その火 をク ロー

ズ ア ップ し、2種 類 の火 の うちの選択 を迫 られ る様子が次 の ように描 かれてい る。

Thedovedescendingbreakstheair

Withflameofincandescentterror

Ofwhichthetonguesdeclare

Theonedischargefromsinanderror.

Theonlyhope,orelsedespair

Liesinthechoiceofpyreorpyre-

Toberedeemedfromfirebyfire.(LittleGiddingN)

ハ トが聖霊の象徴 とな って舞い 降 りて くる。爆撃機 としてのハ トが 「白熱 の恐怖 の炎 を上

げて、舞い降 りつ つ空 を切 る」 のであるが、それ はす でに聖 霊のハ トで、炎 の舌が 「罪 と

過 ちか らの唯一 の放免 」 を宣言す る。 ここで はハ トが ドイ ツ空軍の戦 闘機 のイメー ジ と併

せ て、5句 節 のペ ンテ コステの聖霊 の火 を思わせ る聖霊 のイメー ジ も暗示 し、爆撃 機 の火

が5句 節 の火 に溶 け込 んでい る。そ の炎の舌 は、 白熱 の火 によって罪 も過 ち も焼 き切 る。

爆 撃機 のハ トが聖霊 のハ トと二重写 しに なる ことで、破滅 の火 は また救 いの火で もあ り、

火 に よって火か ら救 われる とい う意味 を持 って くる。つ ま り浄化 の火 に よって救 われ るこ

とに なるのであ る。pyreは 火葬用 の薪で あ るが、壊 滅 させ る薪 と欲望 の炎 を燃 え上 が ら

せ る薪 の ことを も意味 してい る。唯一 の希望 になるか、絶望 になるか は2種 類 の薪 の 「積

み薪か積 み薪 かの選択 」 によ り決定 され る。

『イメー ジ ・シ ンボル事 典』 に よれ ば、ハ トは鷲 とと もに大 空一 天 国 を表 わす もっ とも

基 本 的 な象 徴 の一 つ で、力 よ りも清 浄、無 垢、 聖霊 、神託 、復 活、再 生 、愛 を表 わす。

(pp.184-185)こ の詩は ロン ドンの街 々 を焼 き尽 くす ドイツ軍機 の火 をハ トの舌 に見立 て、

戦争 の愚行 か ら人間お よび文 明が清め られる には、 白熱 の火 に よって焼 き尽 くされ、地獄

の火か ら神 の愛 によって救済 され なけれ ばな らない とい う、宣言 であ る。 これが人 問 を罪

と過 ちか ら救 済す る唯一 の手段 であ り、ハ トに象徴 され る聖霊 の訪 れは、神の愛が常 に存

FourQuartetsに 見る烏につし、て 置
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在 しているこ とを表わ してい ると考 えられ る。

6.結 語

FourQuartetsの4編 の詩 は、時 間 と非時間(永 遠)に ついて、時 間の中で非時間 に接

す る ことを願 い、主人公 、私 は現実 を新 しい気概 を もって生 きてい く決意 を表 してい る。

BurntNortonは 、永遠 に現在 であ る もの としての 時聞の考 察で幕 を開 け、 時間 の中 にお

いて非 時間 的瞬 間 と して原初 の世界 で あるバ ラ園 を発 見す る こ とにあ る。EastCokerは

生 誕 と死 の時 間で始 ま り、農夫 たちが リズム を保 ちなが ら踊 る歴史の瞬 間に焦点 を合 わせ

る。TheDrySalvagesで は、時 間は行 き着 く当て もな く目的 もない無限 の流動 であ って、

絶 え間な く変 化す る大洋 と して描 かれて い る。最 後 のLittleGiddingで は戦火 を通 して、

現在 の内部 にあ る非時聞的瞬 間の認識へ と戻 るのである。

時 間 と非時 間が交 差す る瞬 間 と して認識 され る、時 間 と非時 問の交 点("Thepointof

intersectionofthetimeless,TheDrySalvagesV)が 、 さまざまな詩的心象 を用 いて描

か れてい る。非時 聞的瞬 間に触 れる ことを可能 にす るのは、回 る世界 の静止 点("Atthe

stillpointoftheturningworld,"BurntNorton皿)、 つ ま り神 においてであ る。Gishが 「非

時 間的瞬 問を回復 する可能性 を思い巡 らし、 それが存在 す ることを肯定 している」(P・97)

と言 うよ うに、非 時間的瞬 間は常 に時間の 中に存在 してい る。そ してその ことを認識す る

には、 自己棄却 に よって愛 に生 き、 それ を常 に求 め続 ける うちに、神か ら恩 恵的 に与 え ら

れ る もので ある ことを示唆 している。時間の 中の人 聞が非 時聞的瞬 問に触 れ るには、神 の

愛 の導 きによるほかない。 この詩 はこの ことを踏 まえつ つ、バ ラ園の こだ まとの出会い に

促 され、祖 先 の地 を訪 ね、悠 々の海 に対峙 す る岩礁の ほ と りに立 ち、旅路 の果 ての地でそ

の成就 を祈 るのであ る。

FourQuartetsでEliotが 用 いた技巧 の うち、鳥 が表 わす意義 を考 えた。Dove,Thrush,

Otivl,Kingfisher,Petrel,Seagullは 、それぞれの情景で的確 に描か れ、詩 に重要 な意味 を暗

示 していた。鳥の イメージが、時聞 と非時 間的瞬問の認識 のテーマ と関連 して、 よ り明確

な視的 イメージや彩 りを与 え、詩の印象 を深め るのに役立 っていた と考え られ る。
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